西北インドとジャータカ(二) by 早田 啓子
西
北
イ
ン
ド
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
二
）
早
田
啓
子
筆
者
は
拙
稿
注
①
に
お
い
て
、
西
北
イ
ン
ド
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
の
山
脈
や
河
川
、
峡
谷
と
い
っ
た
地
勢
学
上
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
。
さ
ら
に
『
法
顯
傳
』
や
『
宋
雲
行
紀
』、
『
大
西
域
記
』
な
ど
に
よ
っ
て
こ
の
地
方
の
気
候
風
土
や
自
然
、
さ
ら
に
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
概
ね
、
こ
の
地
域
は
何
千
年
に
も
亘
っ
て
幾
筋
も
の
大
小
の
河
川
が
上
流
か
ら
絶
え
間
な
く
流
れ
落
ち
、
峡
谷
を
削
っ
て
肥
沃
な
土
壌
を
運
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
自
然
条
件
の
下
で
こ
の
地
に
展
開
し
た
仏
教
運
動
の
中
で
、
多
く
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
J a
ta
k
a
が
語
り
継
が
れ
て
来
て
い
る
。
本
論
考
で
は
引
き
続
い
て
前
掲
の
資
料
等
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
を
探
り
、
さ
ら
に
大
乗
仏
教
興
起
の
問
題
を
意
識
し
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
五
世
紀
に
こ
の
地
方
を
訪
れ
た
宋
雲
等
は
『
宋
雲
行
紀
』
の
中
で
、
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
話
を
残
し
て
い
る
。
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
は
注
②
（
写
真
①
）
『
宋
雲
行
紀
』
で
は
烏
場
国
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
の
王
城
は
『
宋
雲
行
紀
』
の
地
図
（
図
版
①
）
で
は
ミ
ル
ゴ
ー
ラ
M
irg
o
ra
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
旧
来
は
、
ス
ワ
ー
ト
S
w
a
t
河
（
写
真
②
）
の
流
域
の
マ
ン
ガ
ラ
M
a
n
g
a
la
（
現
在
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ラ
M
a
n
g
lo
la
ま
た
は
マ
ン
グ
ラ
ウ
ル
M
a
n
g
la
u
r）
に
比
定
さ
れ
て
い
た
。
一
八
七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
カ
ニ
ン
ガ
ム
A
lex
a
n
d
er
C
u
n
n
in
g
h
a
m
の
・T
h
e
A
n
cien
t
G
eo
g
ra
p
h
y
o
f
In
d
ia
・
所
謂
『
イ
ン
ド
の
古
代
地
理
』
に
は
マ
ン
キ
エ
リ
M
u
n
g
-
k
ie-li
ま
た
は
マ
ン
ガ
ラ
と
い
う
旧
名
を
上
げ
て
い
る
。
T
h
e
ca
p
ita
l
o
f
U
d
y a
n
a
w
a
s
ca
lled
M
u
n
g
-k
ie-li,
o
r
M
a
n
g
a
la
,
w
h
ich
is
p
ro
b
a
b
ly
th
e
M
a
n
g
ora
o
f
W
ilfo
rd
's
su
rv
ey
o
r,
M
o
g
a
l
B
eg
,
a
n
d
th
e
M
a
n
g
lora
o
f
G
en
era
l
C
o
u
rt・s
m
a
p
注
③
.
し
か
し
、
一
九
五
八
年
、
イ
タ
リ
ア
隊
の
ト
ゥ
ッ
チ
G
.
T
u
cci
の
調
査
に
拠
れ
ば
ミ
ン
ゴ
ラ
M
in
g
o
ra
説
が
有
力
で
あ
る
。
『
宋
雲
行
紀
』
で
は
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
の
「

投
身
」
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
図
版
②
）
を
取
り
上
げ
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
烏
場
國
。
北
接
葱
嶺
。
南
天
竺
。
土
氣
和
暖
。
地
方
數
千
。
民
物
殷
阜
。
匹
臨
之

州
。
原
田

。
等
咸
陽
之
上
土
。
羅
施
兒
之
	。

投
身
之
地
。
舊
俗
雖


注
④
。
こ
の
「

投
身
」
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
、
『
宋
雲
行
紀
』
の
他
の
箇
所
で
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
あ
る
国
の
三
人
の
王
子
の
う
ち
、
三
番
目
の
摩
訶

王
子
は
森
の
中
で
虎
が
飢
え
の
為
に
自
分
の
生
ん
だ
子
虎
を
食
べ
よ
う
と
す
る
場
面
に
出
く
わ
す
。

王
子
は
布
施
行
と
し
て
、
我
が
身
を
そ
の
虎
に
与
え
て
満
願
成
就
を
果
た
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学
苑
第
八
二
一
号
四
二
～
五
三
（
二
〇
〇
九
三
）
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
王
子
は
投
身
の
功
徳
に
よ
っ
て
天
に
生
ま
れ
、
父
母
を
始
め
兄
達
に
諸
行
が
無
常
で
あ
る
と
い
う
教
え
を
説
い
た
と
す
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
「
捨
身
飼
虎
」
或
い
は
「
投
身
飼
虎
」
と
い
っ
た
説
話
は
幾
つ
か
の
経
典
に
出
典
が
あ
る
。
『
賢
愚
經
』
巻
一
「
摩
訶

以
身
施
虎
品
第
二
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
有
大
國
王
。
名
曰
訶
羅
檀
。
秦
言
大
寶
。
典
領
小
國
。
凡
有
五
千
。
王
有
三
子
。
其
第
一
。
名
訶
富
那
寧
。
名
訶
提
婆
。
秦
言
大
天
。
名
訶

。
此
小
子
。
少
小
行
慈
。
矜
愍
一
切
。
如
赤
子
。
爾
時
大
王
。
與
群
臣
夫
人
太
子
。
出
外
	觀
。
時
王
疲
懈
。
小
住
休
息
。
其
王
三
子
。
共
	林
間
。
見
有
一
虎


二
子
。


切
。
欲

之
。
其
王
小
子
。
語
二
兄
曰
。
今
此
虎
。
酸
苦
極
理
。
羸
垂
死
。
加
復
初
。
我
觀
其
志
。
欲
自
子
。
二
兄
答
言
。
如
汝
云
。
弟
復
問
兄
。
此
虎
今
。
當
復
何
。
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図① 宋雲の推定ルート
写真① 現在のミンゴラの街
写真② スワート河
二
兄
報
曰
。
若
得
新
熱
血
肉
。
乃
可
其
意
。
復
問
曰
。
今
頗
有
人
。
能
辧
斯
事
救
此
生
命
。
令
得
存
不
。
二
兄
答
言
。
是
爲
事
。
時
王
小
子
。
自
思
惟
。
我
於
久
生
死
之
中
。
捐
身
無
數
。


	命
。
或
爲
貪
欲
。
或
爲
瞋
恚
。
或
爲
愚
癡
。
未
曾
爲
法
。
今


田
。
此
身
何
在
。
設
計
已
定
。
復
共
行
。
行
未
。
白
二
兄
言
。
兄
等
且
去
。
我
有
私
。
比
爾
隨
後
。
作
是
語
已
。
疾
從
本
徑
。
至
於
虎
。
投
身
虎
。
虎
口
噤
。
不
能
得
。
爾
時
太
子
。
自
取
利
木
。
刺
身
出
血
。
虎
得
舐
之
。
其
口
乃
開
。

身
肉
。
二
兄
待
之
經
久
不
。
迹
推
覓
。
憶
其
先
心
。
必
能
至
彼
。
餧
於
虎
。
到
岸
邊
。
見
訶

死
在
虎
。
虎
已
之
。
血
肉
塗
漫
。
自
撲
墮
地
。
氣
而
死
注
⑤
。
ま
た
北
涼
の
高
昌
国
の
沙
門
法
盛
の
訳
と
し
て
『

投
身
餓
虎
起
塔
因
縁
經
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
其
山
下
有
崖
深
谷
。
底
有
一
虎
母
新
七
子
。
時
天
降
大
。
虎
母
子
已
經
多
日
不
得
求
食
。
懼
子
凍
死
守
護
子
。
落
不
息
母
子
困
喪
命
不
久
。
虎
母
爲
火


欲
子
。
時
山
上
 仙
!士
。
見
是
事
已
"相
勸
曰
。
誰
能
身
救
濟
衆
生
。
今
正
是
時
。
太
子
聞
已
唱
曰
善
哉
。
吾
願
果
矣
。
往
到
崖
頭
下
向
#
$。
見
虎
母
子
爲

覆
生
大
悲
心
。
立
住
山
頭
寂
然
入
定
。
得
淸
淨
無
生
法
%。
觀
見
&去
無
數
劫
事
。
未
來
亦
爾
。

白
師
'五
百
同
學
。
吾
今
身
願
各
隨
喜
。
師
曰
。
學
!日
淺
知
見
未
廣
。
何
忽
自
天

愛
身
。
太
子
答
曰
。
吾
昔
有
願
應
千
身
。
已
曾
九
百
九
十
九
身
。
今
日

足
滿
千
身
。
是
故
耳
。
願
師
隨
喜
。
師
曰
。
(志
願
高
妙
無
能
'
。
必
先
得
!勿
復
見
)。
太
子
辭
師
而
去
注
⑥
さ
ら
に
『

本
行
經
』
巻
下
に
は
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。
我
爲
尸
毘
王
時
。
爲
一
鴿
故
*其
身
肉
。
興
立
誓
願
除
去
一
切
衆
生
危
嶮
。
訶

太
子
時
。
爲
虎
故
放
身
命
。
舍
尸
王
時
。
自
以
身
肉
供
養
病
人
經
十
二
年
注
⑦
。
又
さ
ら
に
『
菩
本
生
鬘
論
』
第
一
に
は
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。
乃
往
&去
無
量
世
時
。
有
一
國
王
名
曰
大
車
。
王
有
三
子
。
訶
波
羅
。
訶
提
婆
。

訶

。
是
時
大
王
縱
賞
山
谷
。
三
子
皆
從
。
至
大
竹
林
於
中
憩
息
。
+復
行
見
有
一
虎
。
生
七
子
已
經
七
日
。
第
一
王
子
作
如
是
言
。
七
子
圍
繞
無
暇
食
。
渇

必
其
子
。
第
二
王
子
聞
是
,已
。
哀
哉
此
虎
將
死
不
久
。
我
有
何
能
而
濟
彼
命
。
第
三
王
子
作
是
思
念
。
我
今
此
身
於
百
千
生
-棄
敗
壞
曾
無
少
益
。
云
何
今
日
而
不
能
。
時
 
王
子
作
是
議
已
。
徘
徊
久
之
.
而
去
。

王
子
/作
是
念
。
當
0我
身
1大
善
業
。
於
生
死
2作
大
舟
航
。
若
此
。
則
棄
無
量
癰
疽
惡
疾
百
千
怖
畏
。
是
身
唯
有
/利
不
淨
。
筋
骨
3持
。
甚
可
厭
患
。
是
故
我
今
應
當
棄
。
以
求
無
上
究
4涅
槃
。
永
離
憂
悲
無
常
苦
惱
。
百
莊
嚴
。
1一
切
智
。
施
 衆
生
無
量
法
樂
。
是
時
王
子
興
大
勇
猛
。
以
悲
願
力
增
益
其
心
。
慮
彼
二
兄
共
爲
留
。
5先
宮
。
我
當
後
至
。
爾
時
王
子
訶

。
遽
入
竹
林
。
至
其
虎
。
6去
衣
7。
置
竹
枝
上
。
於
彼
虎
。
委
身
而
臥
。
菩

慈
%。
虎
無
能
爲
。
上
高
山
。
投
身
於
地
。
虎
今
羸
8。
不
能
我
。
以
乾
竹
。
刺
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図② 投身ジャータカ
頸
出
血
。
于
時
大
地
六
種
震
動
。
如
風
激
水
。
涌
沒
不
安
。
日
無
明
。
如
羅

。
天
雨
衆
華
妙
香
末
。
繽
紛
亂
墜
滿
林
中
。


天
咸
共
稱
讃
。
是
時
	虎

舐
頸
血
肉
皆
盡
。
唯
留
餘
骨
。
時
二
王
子
生
大
愁
苦
。
共
至
虎
不
能
自
持
。
投
身
骨
上
久
乃
得
。
悲
泣
懊
惱
漸
而
去
注
⑧
。
次
に
『
宋
雲
行
紀
』
の
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
し
て
本
書
は
次
の
よ
う
に
「
閃
子
の
説
話
」
（
閃
子
は
シ
ュ
ヤ
ー
マ
ま
た
は
シ
ャ
ー
マ
カ
と
も
言
う
。
）
（
図
版
③
）
（
た
だ
し
『
宋
雲
行
紀
』
で
は
閃
子
を
門
子
と
す
る
）
を
上
げ
て
い
る
。
阿
陀
窟
。
門
子
供
養
盲
母
處
。
皆
有
塔

注
⑨
。
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
『
六
度
集
經
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
昔
菩
。
厥
名
曰
。
常
懷
普
慈
。
潤
衆
生
。
悲
愍
群
愚
不
覩
三
。
將
其
二
處
于
山
澤
。
母
年
耆
兩
目
失
明
。
爲
悲
楚
。
…
二
時
。
行
吸
水
。
夷
國
王
入
山
田
獵
。
彎
弓
發
矢
。
射
山
麋
鹿
。
中
胸
。
矢
毒
流
行
。
其
痛
言
。
左
右
顧
眄
涕
泣
大
言
。
誰
以
一
矢
三
士
乎
。
吾
年
耆
。

失
明
。
一
 無
我
。
普
當
殞
命
。
天
帝
釋
。
四
天
大
王
。
地
!。
"
#。
聞
哀
聲
。
信
如
其
言
。
靡
不
擾
動
。
帝
釋
身
下
。
謂
其
曰
。
斯
至
孝
之
子
。
吾
能
活
之
。
以
天
$藥
灌
口
中
。
忽
然
得
。
母

。
主
臣
從
。
悲
樂
%集
注
⑩
。
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
『
佛
説
菩

子
經
』
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
於
是
菩
壽
盡
。

下
生
爲
盲
母
家
作
子
。
母
歡
喜
甚
愛
重
之
。
…
常
與
母
。
取
百
種
果
&以
食
母
。
恒
有
盈
餘
。

'泉
水
無
乏
短
。
母
時
欲
'。

(鹿
皮
之
衣
。
提
瓶
行
取
水
。
麋
鹿
衆
鳥
亦
復
往
'水
。
不
相
畏

時
有
夷
國
王
入
山
射
獵
。
王
遙
見
水
邊
有
麋
鹿
。
引
弓
射
鹿
。
)
中
胸
。
被
毒
)擧
身
皆
痛
注
⑪
。
同
様
に
『
佛
説
子
經
』
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
時
盲

。
今
現
王
*頭
檀
是
也
。
時
盲
母
。
今
現
我
母
王
夫
人
+耶
是
也
。
夷
國
王
。
阿
是
也
。
時
天
帝
釋
。
彌
勒
是
也
。
…


,往
生
盲
母
家
。
爲
其
作
子
。
母
歡
喜
愛
之
甚
重
。
本
發
意
欲
行
入
山
。
以
生
子
故
,樂
世
間
。
子
年
七
-號
字
曰
。
…
常
與
母
取
百
種
果
以
.
母
。
泉
水
無
乏
。
時
母
渇
欲
得
'水
。
被
鹿
皮
衣
提
瓶
行
/水
。
0鹿
衆
鳥
亦
往
'水
不
相
畏
。
時
有
夷
國
王
入
山
射
獵
。
王
見
水
邊
有
群
鹿
。
放
弓
射
之
。
)
中
正
射
其
1。
被
毒
)已
擧
身
皆
痛
。
…
母
聞
之
擧
身
自
撲
。
如
太
山
崩
地
爲
大
動
。
號
哭
仰
天
自
陳
訴
言
。
我
子

。
天
下
至
孝
無
有
能
2。
蹈
地
常
3地
痛
。
有
何
罪
故
而
射
之
。
向
大
風
卒
4吹
折
樹
木
。
…
於
是
第
二
5利
天
帝
座

爲
動
。
以
眼
見
此
二
盲
人
6子
號
呼
。
乃
聞
第
四
兜
7天
上
。
釋
梵
四
王
從
天
上
來
。
如
人
屈
伸
之
頃
。
來
住

8。
以
$妙
藥
灌
口
中
。
藥
入
口
)
拔
毒
出
9生
如
故
。
母
聞
以
死
9生
。
兩
目
皆
開
。
飛
鳥
走
獸
皆
大
歡
樂
之
:
注
⑫
。
玄
奘
は
『
大
;西
域
記
』
で
は
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
つ
い
て
シ
ャ
ー
マ
カ
S
k
t.
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図③ 閃子の説話
 sy
a
m・
a
k
a
,
 sy a
m
a
/
P
a
.
s a
m
a
商
莫

本
生
譚
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
鬼
子
母
北
行
五
十
餘
里
有

波
。
是
商
莫
菩
舊
日
暎

菩
訛
也
恭
行
鞠
養
侍
盲
母
。
於
此
菓
	王

獵
矢
中
。
至
感
靈
天
帝
傅
藥
德
動
明


復

注
⑬
玄
奘
は
こ
の
説
話
を
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
の
北
方
で
の
説
話
と
し
て
記
し
、
『
宋
雲
行
紀
』
の
記
述
と
異
な
っ
て
い
る
。
説
話
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
カ
の
父
母
が
毒
蛇
に
咬
ま
れ
て
失
明
し
た
。
山
で
シ
ャ
ー
マ
カ
は
多
く
の
種
果
を
採
集
し
て
父
母
に
孝
養
を
尽
く
す
。
両
親
が
口
が
渇
い
た
と
言
う
の
で
、
彼
は
鹿
革
の
衣
を
被
っ
て
水
み
に
出
か
け
た
。
そ
の
時
丁
度
、
山
へ
狩
猟
に
来
て
い
た
夷
国
の
王
は
水
辺
で
鹿
の
群
れ
を
発
見
し
、
射
る
。
毒
を
塗
っ
た
は
シ
ャ
ー
マ
カ
の
胸
に
刺
さ
り
、
彼
は
死
ん
で
し
ま
う
。
や
が
て
事
の
真
相
を
知
っ
た
父
母
は
、
シ
ャ
ー
マ
カ
の
死
を
前
に
悲
嘆
に
暮
れ
た
。
天
帝
釈
は
彼
の
父
母
に
対
す
る
孝
養
に
感
じ
入
り
、
シ
ャ
ー
マ
カ
は
蘇
生
し
、
父
母
も
開
眼
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
先
に
上
げ
た
『
六
度
集
經
』
第
五
、
『
佛
説
菩

子
經
』
、
『
佛
説
子
經
』
の
他
に
『
菩
本
像
經
』
巻
中
、
『
雜
寶
藏
經
』
第
一
、
『
僧
伽
羅
刹
所
集
經
』
巻
上
、『
善
見
律
毘
婆
沙
』
第
六
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
析
骨
写
経
説
話
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
説
話
は
『
宋
雲
行
紀
』
で
は
マ
シ
ュ
ウ
国
（
摩
休
国
）
の
伝
説
と
し
て
い
る
が
、『
大
西
域
記
』
で
は
摩
休
伽
藍
の
話
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
ず
『
宋
雲
行
紀
』
の
記
述
か
ら
み
て
い
こ
う
。
王
南
一
百
餘
里
有
如
來
。
昔
作
休
國
皮
爲
紙
析
骨
爲
筆
處
。
阿
育
王
塔
籠
之
。
擧
高
十
。
析
骨
之
處
。
髓
流
石
。
観
其
脂
色
。
肥
膩
若
新
。
…
阿
陀
窟
。
門
子
供
養
盲
母
處
注
⑭
。
次
に
『
大
西
域
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
摩
愉
伽
藍
の
説
話
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
訶
伐
那
伽
藍
西
北
下
山
三
四
十
里
至


言
豆
伽
藍
有

波
。
高
百
餘
尺
。
其
側
大
方
石
上
有
如
來
足
蹈
之
迹
。
是
佛
昔
蹈
此
石
。
放
拘
胝
光
明
照
訶
伐
那
伽
藍
。
爲
人
天
本
生
事
。
其

波
基
下
有
石
。
色
帶
 白
常
有
津
膩
。
是
如
來
在
昔
修
菩
行
。
爲
聞
正
法
。
於
此
析
骨
書
寫
經
典
注
⑮
『
大
西
域
記
』
の
摩
愉
伽
藍
は
現
在
の
ゴ
グ
!ダ
ラ
塔
G
o
g
-d
a
ra
と
言
わ
れ
て
い
る
。
説
話
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
昔
、
波
羅
"国
の
仙
人
鬱
多
羅
と
い
う
者
が
正
法
を
得
る
為
に
諸
国
を
修
行
す
る
が
、
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
或
る
時
、
一
人
の
婆
羅
門
が
自
分
は
正
法
が
分
か
る
、
と
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
お
前
が
も
し
自
分
の
皮
を
ぎ
取
っ
て
紙
と
し
、
骨
を
析
い
て
筆
と
し
、
血
を
用
い
て
墨
と
混
ぜ
て
私
の
法
を
書
写
す
れ
ば
お
前
の
為
に
法
を
説
こ
う
。
」
そ
こ
で
仙
人
は
婆
羅
門
の
命
ず
る
が
ま
ま
に
、
そ
の
説
く
偈
を
写
し
、
以
後
一
切
の
人
民
が
そ
の
偈
を
誦
読
修
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
『
宋
雲
行
紀
』
で
は
阿
育
王
が
高
さ
十
八
丈
の
塔
を
建
て
て
こ
の
地
を
聖
域
と
し
て
囲
い
、
そ
の
析
骨
の
所
は
、
骨
髄
が
流
れ
て
石
に
付
着
し
つ
や
つ
や
と
し
て
新
し
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
た
と
記
し
て
い
る
。
一
方
、
二
百
年
後
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
玄
奘
は
、
塔
の
基
壇
の
下
の
石
が
黄
白
色
に
濡
れ
た
よ
う
に
滑
ら
か
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
で
は
、
経
典
で
は
ど
の
よ
う
な
記
載
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
賢
愚
經
』
の
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記
載
を
み
て
い
く
。
復
世
。
去
無
量
阿

劫
。
爾
時
波
羅
國
。
有
五
百
仙
士
。
時
仙
人
師
。
名

多
羅
。
恒
思
正
法
。
欲
得
修
學
四
方
推
求
。
宣
一
切
。
誰
有
正
法
。
爲
我
	

。
隨
其
欲
悉
當
供
給
。
有
婆
羅
門
。
來
應
之
言
。
吾
有
正
法
。
誰
欲
聞

。
我
當
爲
	。
時
仙
人
師
。
合
掌
白
言
。
唯
願
矜
愍
垂
哀
爲
	。
婆
羅
門
言
。
學
法
事
。
久
苦
乃
獲
。
汝
今
云
何
直
爾
欲
聞
。
於
理
不
可
。
汝
若
至
誠
欲
得
法

。
當
隨
我
。
仙
人
白
言
。
大
師

勅
不
敢

。

語
曰
。
汝
今
若
能
皮
作
紙
。
析
骨
爲
筆
。
血
用
和
。
寫
吾
法

。
乃
與
汝
	。
是
時
多
羅
。
聞
此
語
已
。
歡
喜
踊
。
敬
如
來
。

身
皮
。
析
取
身
骨
。
以
血
和
。
仰
白
之
曰
。
今
正
是
時
。
唯
願

	。
時
婆
羅
門
。

	此
偈
常
當
攝
身
行
而
不
盜

不
兩
舌
惡
口
妄
言
綺
語
心
不
貪
欲
無
瞋
恚
毒
想
離
邪
見
是
爲
菩
行
	是
偈
已
。
自
書
取
。
人
宣
寫
。
閻
提
一
切
人
民
。
咸
 誦
讀
如
	修
行
注
⑯
。
「
析
骨
書
写
経
」
の
本
生
譚
は
他
に
、『
智
度
論
』
十
六
!四
六
や
『
菩
本
行
經
』
下
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
宋
雲
行
紀
』
は
タ
キ
シ
ラ
の
西
イ
ン
ダ
ス
河
岸
で
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
し
て
次
の
よ
う
に
「
摩
竭
大
魚
説
話
」
（
図
版
④
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
辛
頭
大
河
。
河
西
岸
上
。
有
如
來
作
"竭
大
魚
從
河
而
出
。
十
二
年
中
以
肉
濟
人
處
。
#
塔
爲
$。
石
上
%有
魚
鱗
&
注
⑰
。
話
の
筋
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
釈
尊
が
跋
弥
王
だ
っ
た
時
、
国
中
の
人
々
が
瘡
病
に
か
か
っ
た
。
医
者
は
魚
肉
を
食
べ
れ
ば
治
る
と
い
う
。
そ
こ
で
王
は
水
辺
に
行
き
樹
に
上
っ
て
魚
に
な
る
こ
と
を
願
っ
た
。
そ
し
て
自
ら
の
身
を
も
っ
て
衆
生
の
病
を
除
こ
う
と
し
て
樹
上
か
ら
水
中
に
投
身
し
て
魚
と
化
し
た
。
そ
し
て
病
め
る
者
は
来
て
我
が
魚
肉
を
食
せ
よ
、
と
言
っ
た
。
衆
生
は
そ
の
声
を
聞
い
て
皆
そ
の
魚
肉
を
食
べ
る
と
病
は
悉
く
癒
え
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
「
摩
竭
大
魚
説
話
」
は
次
の
よ
う
に
『
佛
説
菩
本
行
經
』
巻
下
に
み
え
る
。
我
爲
尸
毘
王
時
。
爲
一
鴿
故
'其
身
肉
。
興
立
誓
願
除
去
一
切
衆
生
危
嶮
。
"訶

(太
子
時
。
爲
)虎
故
放
身
命
。
舍
尸
王
時
。
自
以
身
肉
供
養
病
人
經
十
二
年
。
…
跋
彌
王
時
。
國
中
人
民
盡
有
瘡
病
。
王
自
行
見
*樹
。
此
*樹
葉
墮
於
水
中
。
人
+此
水
令
人
有
病
。
拔
*樹
根
株
盡
隨
以
火
燒
之
。
人
民
瘡
病
,得
除
差
。
其
中
故
有
不
差

。
王
問
醫
言
。
衆
生
瘡
病
何
以
不
差
。
醫
答
王
言
。
此
瘡
病
重
當
得
魚
肉
-之
乃
差
。
王
聞
其
言
。
到
水
邊
上
樹
求
願
作
魚
。
今
我
以
身
除
衆
生
病
。
持
此
功
德
用
求
佛
.。
普
除
一
切
衆
生
無
量
身
病
意
病
審
如
願
。
其
有
衆
生
-我
肉

病
盡
除
差
。
從
樹
上
投
身
水
中
。

/
0魚
而
有
聲
言
。
其
有
病

來
取
我
肉
1病
當
除
差
。
人
民
聞
聲
。
皆
來
取
魚
肉
-
之
。
病
盡
除
2
注
⑱
。
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図④ 摩竭大魚説話
次
に
『
大
西
域
記
』
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
に
み
え
る
「
独
角
仙
人
」
の
本
生
譚
（
図
版
⑤
）
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、『
大
西
域
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
鬼
子
母
北
行
五
十
餘
里
有

波
。
是
商
莫
菩
舊
曰
暎

菩
訛
也
恭
行
鞠
養
侍
盲
母
。
於
此
	菓

王
獵
矢
中
。
至
感
靈
天
帝
傅
藥
。
德
動
明


復
…
仙
廬
西
北
行
百
餘
里
越
一
小
山
至
大
山
。
山
南
有
伽
藍
。
徒
尠
少
。
並
學
大
乘
。
其
側

波
。
無
憂
王
之

也
。
昔
獨
角
仙
人
居
之
處
。
仙
人
爲
婬
女
誘
亂
失

。
婬
女
乃
駕
其
肩
而

邑
注
⑲
独
角
仙
人
は
別
名
一
角
仙
人
と
も
い
う
。
（
S
k
t.
ek
a sr・
n ・
g
a
r・
s・
y
a sr・
n ・
g
a
/
P
a
.
ek
a
sin ・
g
a
isisin ・
g
a
鹿
の
角
を
意
味
す
る
）
こ
の
話
を
玄
奘
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
話
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
今
、『
大
智
度
論
』
に
よ
っ
て
概
観
を
記
す
。
昔
、
婆
羅
斯
国
に
鹿
か
ら
生
ま
れ
頭
に
一
角
を
持
つ
者
が
い
た
。
そ
の
者
は
修
行
に
よ
っ
て
神
通
力
を
得
た
。
あ
る
時
、
国
王
に
恨
み
を
抱
き
雨
を
降
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
国
王
は
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
者
に
賞
金
を
掛
け
た
。
そ
の
時
、
国
王
は
シ
ャ
ー
ン
タ
ー
扇
多
 S a
n
t a
と
い
う
遊
女
を
遣
わ
し
た
。
彼
女
は
五
百
人
の
美
女
達
を
引
き
連
れ
て
独
角
仙
人
を
誘
惑
す
べ
く
、
そ
の
近
く
に
移
り
住
ん
だ
。
あ
る
時
、
仙
人
に
薬
酒
を
飲
ま
せ
て
誘
惑
し
そ
の
神
通
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
つ
い
に
雨
が
七
日
間
も
降
り
続
い
た
。
シ
ャ
ー
ン
タ
ー
は
仙
人
と
共
に
婆
羅
斯
城
に
出
か
け
た
が
、
途
中
で
仙
人
を
し
て
病
気
の
ふ
り
を
し
た
。
仙
人
は
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
ず
シ
ャ
ー
ン
タ
ー
を
肩
に
乗
せ
て
城
内
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
日
本
に
も
伝
わ
り
金
春
禅
鳳
が
能
に
仕
立
て
て
脚
色
し
た
。
「
独
角
仙
人
」
の
本
生
譚
注
⑳
は
先
に
上
げ
た
『
大
智
度
論
』
の
他
に
、
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
M
a
h a
b
h a
ra
ta
注
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
J a
ta
k
a
V
、
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ツ
M
a
h a
v
a
stu
III
注
に
み
ら
れ
る
。
又
そ
の
他
の
漢
訳
と
し
て
『
佛
所
行
讃
注
 』
や
次
に
上
げ
る
『
佛
本
行
集
經
』
が
あ
る
。!復
往
昔
。
有
一
仙
人
。
名
爲
獨
角
仙
人
之
子
。
生
小
已
來
。
未
經
欲
事
。
當
於
彼
時
。
有
一
婬
女
。
名
曰
商
多
隋
言
寂
定
誑
惑
彼
仙
。
"令
失
禪
#


注
$。
『
佛
本
行
集
經
』
の
記
述
は
、『
大
智
度
論
』
の
そ
れ
よ
り
内
容
的
に
は
簡
単
で
短
い
話
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
『
大
西
域
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
忍
辱
仙
人
本
生
譚
」
（
図
版
⑥
⑦
）
に
つ
い
て
記
す
。『
大
西
域
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
烏
仗
那
國
。
%五
千
餘
里
。
山
谷
相
屬
川
澤
&原
。
'稼
雖
播
地
利
不
滋
。
多
蒲
萄
。
少
甘
蔗
。
土
(金
鐵
宜
欝
金
香
。
林
樹
蓊
欝
)果
茂
*。
+
,和
暢
風
雨
順
序
。
-
.釐
東
四
五
里
有

波
。
極
多
靈
瑞
。
是
佛
在
昔
作
/辱
仙
於
此
爲
羯
利
王
言
闘
諍
舊
云
哥
利
訛
也
0截
支
體
注
1
こ
の
本
生
譚
は
ウ
ッ
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
国
（
烏
仗
那
国
）
の
都
、
-掲
2城
の
東
四
、
五
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図⑤ 独角仙人本生譚
里
の
所
で
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
経
典
の
中
に
み
え
る
「
忍
辱
仙
人
本
生
譚
」
か
ら
説
話
の
内
容
を
追
っ
て
み
よ
う
。
波
羅
国
の
梨
王
は
臣
下
や
夫
人
、
女
官
達
を
連
れ
て
山
中
へ
野
遊
び
に
出
か
け
た
。
そ
の
時
丁
度
、
忍
辱
仙
人
提
波
梨
は
五
百
人
の
弟
子
達
と
共
に
、
山
林
で
忍
辱
の
修
行
注
を
し
て
い
た
。
梨
王
が
疲
れ
て
休
息
し
て
い
る
間
に
、
夫
人
や
女
官
達
が
王
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
花
見
な
ど
の
遊
び
に
出
か
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
仙
人
の
所
へ
行
き
修
行
の
様
子
を
見
て
、
散
華
し
て
篤
く
敬
い
そ
の
説
法
を
聴
い
て
い
た
。
王
は
臣
下
の
大
臣
達
に
彼
女
達
の
行
方
を
探
さ
せ
て
、
彼
女
達
が
仙
人
の
所
に
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
王
は
仙
人
に
四
無
量
心
、
四
禅
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
が
、
仙
人
は
全
く
返
事
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
激
怒
し
た
。
仙
人
が
忍
辱
の
修
行
を
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
怒
り
の
余
り
両
手
、
両
脚
を
次
々
に
切
断
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
傷
は
忽
ち
の
う
ち
に
癒
え
て
し
ま
っ
た
。
王
は
驚
愕
し
て
、
改
め
て
謝
罪
し
た
。
仙
人
は
王
に
「
汝
は
女
色
を
使
い
、
刀
で
我
を
截
っ
た
。
し
か
し
我
が
忍
辱
の
力
は
地
の
如
く
堅
固
だ
。
我
が
成
仏
の
後
、
先
ず
恵
刀
で
汝
の
三
毒
を
絶
と
う
」
と
言
っ
た
。
ま
ず
『
賢
愚
經
』
の
記
載
を
み
て
い
こ
う
。
有
一
大
國
。
名
波
羅
。
當
時
國
王
。
名
爲
梨
。
爾
時
國
中
。
有
一
大
仙
士
。
名
提
波
梨
。
與
五
百
第
子
。
處
於
山
林
。
修
行
辱
。
于
時
國
王
與
群
臣
夫
人
女
。
入
山
觀
。
王
時
疲
懈
。
因
臥
休
息
。

女
輩
。
	王
行
。
觀


林
。
見
提
波
梨
端
坐
思
惟
。
敬
心
生
。
以
衆

而
散
其
上
。
因
坐
其
。
聽

法
。
王
覺
顧
。
不
見
女
。
與
四
大
臣
。
行
共
求
之
。
見
女
輩
坐
仙
人
。

問
曰
。
汝
於
四
定
。
爲
悉
得
未
。
答
言
未
得
。
復
問
曰
。
四
無
量
心
。
汝
復
得
未
。
答
言
未
得
。
王
問
曰
。
於
四
禪
事
。
汝
爲
得
未
。
答
未
得
。
王
怒
曰
。
於
爾
功
德
。
皆
言
未
有
。
汝
是
凡
夫
。
獨
與
女
。
在
此
處
。
云
何
可
信
。
復
問
曰
。
汝
常
在
此
。
爲
是
何
人
。
修
設
何
事
。
仙
人
答
曰
。
修
行
辱
。
王
拔
劍
。
而
語
之
言
。
若
當
辱
。
我
欲
試
汝
。
知
能
不
。

其
兩
手
。
而
問
仙
人
。
言
辱
。
復
斷
其
兩
脚
。
復
問
之
言
。
故
言

辱
。
截
其
耳
鼻
。
顏
色
不
變
。
稱
辱
。
爾
時
天
地
。
六
種
震
動
。
時
仙
人
五
百
弟
子
。
飛
於

。
而
問
師
言
。
被
如
是
苦
。
辱
之
心
。
不
忘
失
耶
。
其
師
答
言
。
心
未
變
易
。
王
乃
驚
愕
。
復
問
言
。
汝
云
辱
。
以
何
爲
證
。
仙
人
答
曰
。
我
若
實
。
至
不
。
血
當
爲
。
身
當
復
。
其
言
已
訖
。
血


。
完
如
故
。
王
見
證
。
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図⑦ 忍辱仙人本生譚
図⑥ 忍辱仙人本生譚
倍
懷
怖
。
咄
我
無
。
毀
辱
大
仙
。
唯
見
垂
哀
受
我
懺
悔
。
仙
人
白
。
汝
以
女
色
。
刀
截
我
形
。
吾
如
地
。
我
後
佛
。
先
以
慧
刀
。
斷
汝
三
毒
注
。
次
に
『
中
本
起
經
』
の
記
載
を
み
て
い
こ
う
。
去
久
時
有
国
王
。
名
曰
惡
生
。
將
	妓
女
。
入
山


。
王
令
官
屬
。
住
頓
山
下
。
唯
從
妓
女
。
歩
渉
山
頂
。
王
疲
極
臥
。
	妓
女
輩
。
王
取
華
。
見
一
入
端
坐
樹
下
。
	女
心
。
皆
作
禮
。
人
呪
願
。
	妹
那
來
。
命
令
就
坐
。
爲
經
法
。
王
覺
求
	
妓
女
。
而
見
坐
彼
人
之
。
王
性
妬
。
惡
心
發
。
問
人
。
何
故
誘
他
妓
女
。
著
此
坐
爲
。
是
何
人
。
人
豫
知
王
意
必
興
暴
。
答
曰
。
是
辱
人
。
王
拔
佩
劍
。
其
兩
臂
。
而
問
何
人
。
答
曰
。
實
辱
人
。
截
其
耳
鼻
。
心
堅
不
動
。
言
辱
人
。
王
見
人
顏
色
不
移
。

悔
。
人
王
。
汝
今
以
女
色
故
。
刀
截
我
形
。
吾
如
地
。
必
得
等
正
覺
。
當
以
一
切
大
智
斷
汝
生
死
。
王
惟
罪
深
注
。
『
中
本
起
經
』
で
は
仙
人
が
道
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
『
僧
羅
利
所
集
經
』
の
記
載
を
み
て
い
く
。
若
復
菩
行
時
。
無
畏
無
懼
無
染
。
不
觀
彼
果
報
。
有
其
力
勢
擁
護
衆
生
常
離
惡
數
志
性
剛
自
省
己
。
一
切
衆
生
皆
懷
怖
。
無
怖
示
彼
戒
律
。
亦
爲
一
切
衆
生
降
伏

 。
去
不
善
語
慈
愍
衆
生
。
彼
無
量
無
限
依
衆
生
語
。
設
有
聞
!
	至
迹
"妙
第
一
。
如
華
果
未
常
不
#華
爲
風
吹
動
。
山
巖
處
穴
$取
	
%香
味
種
種
色
處

&德
'
(。
衆
生
之
)皆
悉
喜
聞
。
如
蜂
王
$
	
%味
以
用
作
蜜
。
!
	小
蜂
而
作
蜜
*。
!
	泉
源
處
處
流
+。
!
	那
陀
園
快
樂
無
比
。
有
罵
詈
爲

,。
	求
呪
-
爲
彼
示
慚
愧
。
衆
生
修
行

*爲
厄
.
*而
作
救
護
。
名
曰
辱
仙
人
。
是
時
藍
/王
往
入
深
山
欲
獵
麋
鹿
。
0入
山
中
見
此
辱
仙
人

跪
問
。
在
此
深
山
爲
求
何
。

答
曰
。
是
時
大
王
不
自
觀
察
。
亦
不
觀
察
行
欲
有
試
。
1時
作
是
。
我
今
當
截
汝
手
脚
。
1截
彼
仙
人
手
脚
。
復
作
是
問
。
汝
今
爲
求
何
。
是
時
答
言
我
求
辱
。
1時
2譽
辱
之
德
。
是
時
大
王
倍
懷
瞋
恚
欲
傷
其
命
。
是
時
仙
人
已
截
手
脚
。
作
誓
願
言
。
我
世
世
勿
懷
嗔
恚
亦
不
有
瞋
恚
。
於
彼
大
王
解
知
	法
皆
悉
3
4。
復
有
異
仙
。
人
往
至
彼
仙
人
而
作
是
問
。
云
何
5仙
不
6瞋
恚
於
彼
王
耶
。
若
行
此
辱
之
時
。
有
此
大
辱
之
力
注
7。
こ
の
経
典
で
は
夫
人
や
女
房
と
い
っ
た
女
性
達
の
登
場
も
な
く
、
ま
た
王
名
は
藍
浮
王
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
『
出
曜
經
』
の
記
載
を
み
て
い
こ
う
。
時
有
藍
/王
出
行


。
將
	宮
人
8女
五
樂
自
嚔
。
彈
琴
鼓
瑟
作
倡
伎
樂
恣
意
自
由
。
聞
樂
疲
厭
1
睡
眠
。
宮
人
8女
各
各
馳
散
$拾
妙
%。
遙
見
菩
在
樹
下
坐
。
顏
貌
端
正
如
桃
華
色
。
其
有
覩
*莫
不
喜
踊
。
…
時
藍
/王
。
從
睡
而
覺
左
右
顧
9。
不
見
	
8女
衆
。
1拔
利
劍
。
輕
乘
疾
馬
馳
奔
求
覓
良
久
乃
見
。
遙
覩
菩
顏
色
縱
容
8女
圍
繞
。
…
直
問
曰
。
爲
仙
士
在
此
:
-。
爲
得
第
一
禪
耶
。
對
曰
。
不
也
大
王
。
…
;拔
利
劍
斫
右
手
斷
<斫
左
手
。
復
斫
右
脚
<斫
左
脚
。
截
耳
截
鼻
。
王
問
仙
士
。
汝
今
何

志
求
。
仙
士
報
曰
。
吾
今
行

注
=。
「
忍
辱
仙
人
本
生
譚
」
は
こ
れ
ら
の
経
典
の
ほ
か
に
J a
ta
k
a
III
N
o
.
31
や
J a
tk
a
m
 a
l a
28
な
ど
に
記
述
が
あ
る
。
次
は
同
じ
く
『
大
>西
域
記
』
に
み
え
る
「
縛
達
多
王
本
生
譚
」
（
達
多
の
「
多
」
の
文
字
を
『
大
>西
域
記
』
で
は
「
之
」
と
な
す
）
に
つ
い
て
記
す
。
ま
ず
『
大
>西
域
記
』
の
記
述
か
ら
み
て
い
こ
う
。
?
@釐
A南
二
百
餘
里
。
大
山
側
至
B訶
伐
那
>
大
林 言
伽
藍
。
是
如
來
昔
修
菩
行
。
號

C
D之
王
>
切
施 言
一
E敵
棄
國
潜
行
至
此
。
F貧
婆
羅
門
方
來
乞
G。
H失
國
位
無
以
爲
施
。
I
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令
羈
擒
往
敵
王
。
冀
以
賞
財
迴
爲
惠
施
注

摩
訶
伐
那
S
k
t.
m
a
h a
v
a
n
a
と
は
大
き
な
林
の
意
味
で
、
玄
奘
は
掲
釐
城
の
南
二
百
余
里
の
大
き
な
山
の
傍
ら
に
こ
の
伽
藍
が
在
る
と
記
し
、
こ
こ
が
こ
の
本
生
譚
の
舞
台
と
な
る
。
こ
の
伽
藍
は
現
在
の
ク
ク
レ
K
u
k
u
ra
i
に
あ
る
シ
ナ
ー
シ
S
h
in a
si
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
シ
ナ
ー
シ
ス
ト
ゥ
ー
パ
よ
り
少
し
上
方
の
ミ
ア
ー
ナ
M
i a
n
a
の
廃
墟
が
ま
さ
に
そ
の
場
所
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
話
の
内
容
は
、
自
分
を
縛
ら
せ
て
敵
国
に
行
っ
た
縛
達
多
王
の
仔
細
を
敵
の
王
が
知
り
、
自
ら
悔
い
て
親
交
を
回
復
す
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。
こ
の
話
は
『
大
智
度
論
』
十
二
や
『
六
度
集
經
』
二
に
み
え
る
。
で
は
次
に
、「

殺
地
寺
本
生
譚
」
に
つ
い
て
記
す
。『
大
西
域
記
』
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
代
鴿
西
北
二
百
餘
里
入
珊
尼
羅
闍
川
。
至


地
言
地
藥
伽
藍
。
有
	

波
。
高
八
十
餘
尺
。
是
如
來
昔
爲
帝
釋
時
。
饑
疾
疫
流
行
。
醫
療
無
功
死
相
屬
。
帝
釋
悲
愍
思

救
濟
。
乃
變
其
形
爲
大
蟒
身
。
僵
屍
川
谷
中

。
聞
感
慶
相
奔
赴
。
隨
隨
生
療
療
疾
注
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
珊
尼
羅
闍
川
は
C
h
a
k
d
a
ra
の
こ
と
で
ス
ワ
ー
ト
川
か
ら
ア
デ
ィ
ン
ザ
イ
A
d
in
za
i
峡
谷
に
入
っ
た
あ
た
り
を
さ
す
。
ス
マ
S
u
m
a
と
い
う
名
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
あ
る
。
玄
奘
に
よ
る
と
、
話
の
筋
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
如
来
が
帝
釈
天
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
飢
饉
が
起
こ
り
疫
病
が
流
行
す
る
。
帝
釈
天
は
道
端
に
多
く
の
死
者
が
倒
れ
て
い
る
情
景
を
目
に
し
た
。
そ
こ
で
救
済
の
た
め
に
そ
の
姿
を
大
き
な
蟒
蛇
に
変
え
て
、
そ
の
屍
を
谷
間
に
横
た
え
て
空
中
か
ら
我
が
身
を
食
す
る
よ
う
に
告
げ
た
。
人
々
は
喜
び
、
そ
の
身
を
食
し
て
病
が
癒
え
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
経
典
の
記
述
を
み
て
い
こ
う
。『
賢
愚
經
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
去
久
。
無
量
無
數
阿

劫
。
此
閻
提
。
有
大
國
王
。
名
曰
設
頭
羅
健
寧
。
…
人
民

。
死
亡
衆
。
王
自
念
曰
。
當
設
何
計
濟
活
人
民
。
因
與
夫
人
女
。
出
園
觀
。
到
各
休
息
。
王
伺
衆
眠
寐
。
從
座
。
向
四
方
禮
。
因
立
誓
言
。
今
此
國
人
。
羸
無
 。
我
!此
身
。
願
爲
大
魚
。
以
我
身
肉
。
充
濟
一
切
。
上
樹
端
。
自
投
於
地
。
時
命
"。
於
大
河
中
。
爲
#生
魚
。
其
身
長
大
。
五
百
由
旬
。
爾
時
國
中
。
有
木
工
五
人
。
各
齎
斤
斧
。
往
至
河
邊
。
規
斫
材
木
。
彼
魚
見
已
。
作
人
語
而
之
曰
。
汝
等
若
。
欲
須
 
。
來
取
我
肉
注
$。
こ
の
『
賢
愚
經
』
で
は
蟒
蛇
で
は
な
く
大
魚
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「

殺
地
寺
本
生
譚
」
は
先
に
上
げ
た
「
摩
竭
大
魚
説
話
」
の
内
容
と
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
『
佛
説
菩
本
行
經
』
に
次
の
よ
う
な
類
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。跋
彌
王
時
。
國
中
人
民
盡
有
瘡
病
。
王
自
行
見
%樹
。
此
%樹
葉
墮
於
水
中
。
人
&此
水
令
人
有
病
。
拔
%樹
根
株
盡
隨
以
火
燒
之
。
人
民
瘡
病
'得
除
差
。
其
中
故
有
不
差
。
王
問
醫
言
。
衆
生
瘡
病
何
以
不
差
。
醫
答
王
言
。
此
瘡
病
重
當
得
魚
肉
 之
乃
差
。
王
聞
其
言
。
到
水
邊
上
樹
求
願
作
魚
。
今
我
以
身
除
衆
生
病
。
持
此
功
德
用
求
佛
。
普
除
一
切
衆
生
無
量
身
病
意
病
審
如
願
。
其
有
衆
生
 我
肉
病
盡
除
差
。
從
樹
上
投
身
水
中
。
(
#
)魚
而
有
聲
言
。
其
有
病
來
取
我
肉
*病
當
除
差
。
人
民
聞
聲
。
皆
來
取
魚
肉
 之
。
病
盡
除
+
注
,。
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
度
重
な
る
飢
饉
や
災
害
に
伴
う
疫
病
が
蔓
延
し
た
時
に
、
現
実
的
な
現
世
利
益
に
載
せ
て
菩
の
考
え
方
や
仏
―51―
教
思
想
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
大
乗
仏
教
の
興
起
を
考
え
る
上
で
、
西
北
イ
ン
ド
地
方
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
存
在
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
注

①
「
西
北
イ
ン
ド
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
一
）」
早
田
啓
子
昭
和
女
子
大
学
「
学
苑
」
二
〇
〇
八
年
三
月
第
807号
六
二
頁
～
七
三
頁
②
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
国
は
『
魏
書
』
西
域
伝
で
は
「
烏
萇
国
」、『
大
西
域
記
』
で
は
「
烏
仗
那
国
」
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
S
k
t.
U
d
d
iy
a
n
a
O
d
iy a
n
a
O
d
d
iy
a
n
a
U
d
y a
n
a
/
P
a
.
U
d
y
a
n
a
の
音
訳
で
あ
る
。
③
・T
h
e
A
n
cien
t
G
eo
g
ra
p
h
y
o
f
In
d
ia
・
初
版
本
は
一
九
七
一
年
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
の
注
は
二
〇
〇
六
年
に
イ
ン
ド
で
再
版
さ
れ
た
L
o
w
P
rice
P
u
b
lica
tio
n
s
社
（
六
九
頁
）
版
を
使
用
し
て
い
る
。
④
「

投
身
本
生
譚
」
『
宋
雲
行
紀
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
〇
一
九
頁
ｃ
～
一
〇
二
〇
頁
ａ
⑤
「
摩
訶

以
身
施
虎
品
第
二
」『
賢
愚
經
』
巻
一
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
4巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
三
五
二
頁
ｃ
～
三
五
三
頁
ａ
⑥
『

投
身
餓
虎
起
塔
因
縁
經
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
四
二
六
頁
ｃ
～
四
二
七
頁
ａ
⑦
『
佛
説
菩
本
行
經
』
巻
下
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
一
九
頁
ａ
～
一
一
九
頁
ｂ
⑧
『
菩
本
生
鬘
論
』
第
一
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
三
三
二
頁
ｃ
～
三
三
三
頁
ａ
⑨
「
閃
子
の
説
話
」
『
宋
雲
行
紀
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
〇
二
〇
頁
ａ
⑩
「
閃
子
の
説
話
」『
六
度
集
經
』
第
五
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
二
四
頁
ｂ
～
二
五
頁
ａ
⑪
「
閃
子
の
説
話
」『
佛
説
菩

子
經
』「
析
骨
書
写
経
典
本
生
譚
」
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
四
三
六
頁
ｂ
、
ｃ
～
四
三
七
頁
ａ
⑫
「
閃
子
の
説
話
」
『
佛
説
子
經
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
四
三
八
頁
ａ
、
ｂ
、
ｃ
～
四
三
九
頁
ｂ
、
ｃ
⑬
「
商
莫
本
生
譚
」
『
大
西
域
記
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
八
八
一
頁
ｂ
⑭
「
析
骨
写
経
説
話
」
『
宋
雲
行
紀
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
〇
二
〇
頁
ｂ
⑮
「
析
骨
書
写
経
典
本
生
譚
」
『
大
西
域
記
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
八
八
三
頁
ａ
⑯
「
析
骨
書
写
経
典
本
生
譚
」
『
賢
愚
經
』
巻
一
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
4巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
三
五
一
頁
ｂ
～
ｃ
⑰
「
摩
竭
大
魚
説
話
」
『
宋
雲
行
紀
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
〇
二
一
頁
ａ
⑱
「
摩
竭
大
魚
説
話
」
『
佛
説
菩
本
行
經
』
巻
下
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
一
九
頁
ｂ
⑲
「
独
角
仙
人
本
生
譚
」
『
大
西
域
記
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
八
八
一
頁
ｂ
⑳
「
独
角
仙
人
本
生
譚
」『
大
智
度
論
』
十
七
大
正
新
脩
大
藏
經
第
25巻
大
藏
出
版
一
九
三
六
年
一
八
三
頁
ａ
	
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
M
a
h a
b
h a
ra
ta
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
五
大
叙
事
詩
伝
説
。
バ
ラ
タ
族
の
戦
争
を
物
語
る
大
史
詩
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
内
容
は
、
神
話
伝
説
宗
教
哲
学
道
徳
法
制
経
済
社
会
制
度
等
に
関
す
る
多
く
の
挿
話
を
含
ん
で
い
る
。
後
世
の
文
学
文
化
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。


『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ツ
』
M
a
h a
v
a
stu
大
事
。
本
書
は
中
期
の
仏
教
梵
語
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
仏
陀
が
燃
灯
仏
の
時
代
に
菩
と
し
て
大
悲
を
発
し
、
都
率
天
に
再
生
し
さ
ら
に
現
世
に
誕
生
し
、
出
家
、
降
魔
、
成
道
、
初
転
法
輪
に
始
ま
る
教
化
活
動
と
教
団
成
立
に
至
る
仏
伝
文
学
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
数
多
く
の
教
典
、
物
語
、
因
縁
譚
、
本
生
話
、
教
―52―
理
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

『
佛
所
行
讃
』
5巻
B
u
d
h
a
ca
rita
（
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
）
S
k
t.
で
書
か
れ
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
A
 sv
a
g
h
o
s・ a
（
馬
鳴
作
）
の
漢
訳
。
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
は
1世
紀
頃
の
人
で
、
流
麗
な
文
体
で
仏
陀
の
一
代
記
を
書
い
て
い
る
。
思
想
的
に
は
大
乗
仏
教
的
要
素
は
な
く
、
説
一
切
有
部
の
影
響
が
強
い
。

「
独
角
仙
人
本
生
譚
」
『
佛
本
行
集
經
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
七
二
六
頁
ｂ

「
忍
辱
仙
人
本
生
譚
」
『
大
西
域
記
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
八
八
二
頁
ｂ

忍
辱
の
修
行
k
sa
n
ti
六
波
羅
蜜
の
一
つ
。
諸
々
の
侮
辱
、
悩
害
を
忍
受
し
て
怨
恨
を
起
こ
さ
な
い
修
行
。
「
忍
辱
仙
人
本
生
譚
」『
賢
愚
經
』
巻
二
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
4巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
三
五
九
頁
ｃ
～
三
六
〇
頁
ａ
「
忍
辱
道
人
本
生
譚
」『
中
本
起
經
』
上
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
4巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
四
八
頁
ｃ
～
一
四
九
頁
ａ

「
忍
辱
道
人
本
生
譚
」
『
僧
伽
羅
利
所
集
經
』
上
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
4巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
一
八
頁
ｃ
～
一
一
九
頁
ａ
	「
忍
辱
道
人
本
生
譚
」『
出
曜
經
』
第
二
十
三
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
4巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
七
三
一
頁
ａ
、
ｂ


「
縛
達
多
王
本
生
譚
」
『
大
西
域
記
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
八
八
三
頁
ａ

「

殺
地
寺
本
生
譚
」
『
大
西
域
記
』
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
51巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
八
八
三
頁
ａ
「

殺
地
寺
本
生
譚
」『
賢
愚
經
』
巻
七
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
4巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
四
〇
二
頁
ａ
、
ｂ
「

殺
地
寺
本
生
譚
」『
佛
説
菩
本
行
經
』
巻
下
大
正
新
脩
大
藏
經
普
及
版
第
3
巻
大
藏
出
版
一
九
九
〇
年
一
一
九
頁
ｂ
図版

①
「
宋
雲
の
推
定
ル
ー
ト
」
『
法
顕
伝
宋
雲
行
紀
』
長
沢
和
俊
訳
注
東
洋
文
庫
194
平
凡
社
一
九
七
一
年
二
〇
二
頁
②
「

投
身
ジ
ャ
ー
タ
カ
」
敦
煌
莫
高
窟
第
428窟
（
部
分
）
『
敦
煌
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
王
書
慶
／
杜
闘
城
編
著
楊
海
濤
／
謝
小
紅
翻
訳
海
天
出
版
社
二
〇
〇
五
年
七
一
頁
③
「
閃
子
の
説
話
」
敦
煌
莫
高
窟
第
124窟
（
部
分
）
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
大
美
術
展
』
東
京
国
立
博
物
館
編
読
売
新
聞
社
一
九
九
六
年
一
三
二
頁
④
「
摩
竭
大
魚
説
話
」
中
亜
亀
地
方
Q
y
zy
l
窟
院
壁
画
「
蓮
花
王
本
生
図
」
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
』
干
潟
龍
祥
著
鈴
木
学
術
財
団
一
九
六
一
年
一
四
一
頁
⑤
「
独
角
仙
人
本
生
譚
」
バ
ル
ハ
ッ
ト
「
一
角
仙
人
本
生
」
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
』
干
潟
龍
祥
著
鈴
木
学
術
財
団
一
九
六
一
年
一
二
四
頁
⑥
「
忍
辱
仙
人
本
生
譚
」
キ
ジ
ル
石
窟
第
2峡
谷
中
央
窟
（
第
186窟
）
「
本
生
図
」
（
部
分
）
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
大
美
術
展
」
東
京
国
立
博
物
館
編
読
売
新
聞
社
一
九
九
六
年
一
二
七
頁
⑦
「
忍
辱
仙
人
本
生
譚
」
中
亜
亀
地
方
Q
y
zy
l
窟
院
壁
画
「
忍
辱
仙
人
本
生
」
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
』
干
潟
龍
祥
著
鈴
木
学
術
財
団
一
九
六
一
年
一
三
九
頁
写真

①
現
在
の
ミ
ン
ゴ
ラ
の
街
②
ス
ワ
ー
ト
河
※
写
真
は
筆
者
撮
影
（
そ
う
だ
け
い
こ
文
化
創
造
学
科
）
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